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菜菜菜菜　　　　のののの　　　　花花花花

菜の花が　君の目のなかに咲いている菜の花が　君の目のなかに咲いている菜の花が　君の目のなかに咲いている菜の花が　君の目のなかに咲いている
降りしきる　雪のなかに降りしきる　雪のなかに降りしきる　雪のなかに降りしきる　雪のなかに
とけてしまいそうな　光をにぎりしめてとけてしまいそうな　光をにぎりしめてとけてしまいそうな　光をにぎりしめてとけてしまいそうな　光をにぎりしめて
今はまだ　今はまだ　今はまだ　今はまだ　
首をすくめてゆれている首をすくめてゆれている首をすくめてゆれている首をすくめてゆれている
ちいさな春だけれど　僕の両手のなかにちいさな春だけれど　僕の両手のなかにちいさな春だけれど　僕の両手のなかにちいさな春だけれど　僕の両手のなかに
菜の花になった　君はうたっている菜の花になった　君はうたっている菜の花になった　君はうたっている菜の花になった　君はうたっている

菜の花が　君の横顔に咲いている菜の花が　君の横顔に咲いている菜の花が　君の横顔に咲いている菜の花が　君の横顔に咲いている
ふきつのる　風のなかにふきつのる　風のなかにふきつのる　風のなかにふきつのる　風のなかに
飛んでしまいそうな　えくぼをふくらませ飛んでしまいそうな　えくぼをふくらませ飛んでしまいそうな　えくぼをふくらませ飛んでしまいそうな　えくぼをふくらませ
今はまだ　今はまだ　今はまだ　今はまだ　
肩をすぼめてゆれている肩をすぼめてゆれている肩をすぼめてゆれている肩をすぼめてゆれている
ちいさな春だけれど　僕の心のなかにちいさな春だけれど　僕の心のなかにちいさな春だけれど　僕の心のなかにちいさな春だけれど　僕の心のなかに
菜の花になった　君がもえている菜の花になった　君がもえている菜の花になった　君がもえている菜の花になった　君がもえている


